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デジタルアーカイブが日本の図書館
を変える！



船橋市の概要

人口：636.012人（H30.10.1現在）
昭和12年に市制を施行し、昨年80周年を迎えた。



船橋といえば…？

ふなばしアンデルセン公園 梨の妖精



平成23年の東日本大震災により建て替えを余儀なくされ、
平成28年10月にリニューアルオープン。



館内には郷土資料室やギャラリーを設置し、多角的な学習の場を
提供。

郷土資料室 平成２９年１２月ギャラリー展示
「浮世絵に見る“あの名場面”
～描かれた英雄たち～」 展示風景



貴重
資料

古文書
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古地図絵図

書誌学
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昭和20年代から収集を
はじめ、
現在も継続している。
（総数約7,500点）

博物館等への貸出や、
出版・報道機関への提供
（平成29年度は年間354
点の貸出、提供）



船橋市図書館サービス推進計画

船橋市図書館サービス推進計画
≪図書館サービス推進計画で目指す姿を実現するための５つの目標≫

１.暮らしの中にある図書館を目指します。
２.「調べると学ぶ」を応援する図書館を目指します。
３.子供の可能性を伸ばす図書館を目指します。
４.「ふなばし」の今と昔がわかる図書館を目指します。
５.協働と連携を進める図書館を目指します。

図書館サービス推進計画では、市民の読書機会を提供する施設として、その機能やサー
ビス体制の充実を図っていきます。
また、地域の情報拠点として、市民の「読みたい・調べたい・学びたい」に応える図書館を
目指します。



船橋市西図書館所蔵貴重資料デジタル化
及び公開事業

将来を担う子供たちに
地域を担い、町づくりを

考える人たちに
地域で仲間と活動した
いと考える人たちに

貴 重 資 料 の デ ジ タ ル 化 で 市 民 の 皆 様 の 要 望 に 応 え る ！

“いつでも・どこでも・どなたでも”



https://trc-adeac.trc.co.jp/WJ11C0/WJJS02U/1220415100


各社新聞に掲載（読売新聞、日本経済新聞、
東京新聞、千葉日報、船橋よみうり）

（2017/7/7 東京新聞 朝刊） （2017/7/13 千葉日報 朝刊 ）



船橋市役所本庁舎内でもＣＭが…！

本庁 １階ロビーにて
市で使用している広告媒体に
積極的に手を挙げていく！



船橋市西図書館の古文書を読む会

毎月第２・４火曜日に活動している市民団体。
→所蔵資料の翻刻活動をボランティアで行っている。
→２年に一度成果物を刊行している。

職員が難しいところは市民力でカバーする！
お互いにとってのWin-Winな関係作り！



船橋市西図書館の古文書を読む会

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Home/1220415100/topg/07_document.html


船えもんをさがそう人気投票

元々は、開館１周年記念事業のひとつ。
→市内ではメジャー？な船えもんをサービス開始
当初より用いていた。
→PR活動も含めて、市民（全国の方々）に参加し
てもらいつつ、資料に触れてもらう。

「何だろう…」と思わせたらこちらの勝ち！
→ヘビーユーザー候補にもなりえる。



船えもんをさがそう人気投票



船えもんをさがそう人気投票

https://trc-adeac.trc.co.jp/Html/Home/1220415100/topg/funaemon_top.html


 いかに永続的にコンテンツを拡充し、サイトを充実させるか。

（行政側の）自己満足で終わるのではなく、
「市民が使える」郷土文化デジタルアーカイブを目指す。
①郷土の文化を伝えるプラットフォームにする。
②市民や関係各所と連携し、資料の収集を行う。
③子供から高齢者まで利用できるサイト作りを。
ex.船えもんをさがそう人気投票

「ふるさとふなばし」の歴史と文化を伝える役目を担う。
（図書館の強みを活かして、行政内で先導的な立場を目指す）



図書館には「お宝」が眠っている。

→地元の地域資料はそこでしか入手できない！

使えるものは使う！（知人・友人・元上司など）

何気ない思い付きが企画になる！（日頃のコミュ
ニケーション）

少ないエネルギーで最大の効果は…？

決して始めるのに難易度は高くない。
やる気とアイデア次第で可能性は無限大！



雑誌にも掲載されました。

『図書館雑誌』
vol.112 No.2
（2018年2月号）より




